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1 ．共同研究の目的
　レジストロ植民地（旧海外興業イグアッペ植民地）は 2016年に入植 100周年を迎え、入植者家族
も今では 3世、4世が戸主となった。レジストロ市の人口は 5万 7000人に達し、リベイラ沿岸地
方の中心都市に発展している。レジストロ植民地を記録した資料は多々存在するが、植民者の暮ら
し、とくに民具に関する資料は極めて少ない。そこで本共同研究では、農業を中心に植民者の暮ら
しについていくつかのテーマを設定して入植時からの変遷を明らかにすることを目的とした。さら
に、これを複数の日系植民地との比較研究に展開することも目指した。一方、レジストロ植民地の
歩みを明らかにする作業の一環として、移民史料館の展示・収蔵品に関する記録を作成し、移民史
料館の充実をはかるという実践的な目的も目指した。

2 ．フォーラム開催と研究成果報告書
　共同研究は 2019年中こそ順調であったが、2020年に入るやコロナウイルス感染症が世界的に流
行し、ブラジルでも外出を控えなければならなくなった。他の日系植民地への調査出張ばかりでな
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写真 2 　入植者の第二期住宅（沖山家）写真 1 　マンジオカ粉作りの仕上げ乾燥
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く、レジストロ市内のインフォーマント個人住
宅の訪問も控えざるを得なくなり、史料館や図
書館等の閉鎖が相次ぎ、文献調査もできなく
なった。他の日系植民地の調査と、民具現物標
本の収集及び収集民具に関する聞き取り調査は
全面的に停止、2021年に入っても再開できな
かった。このような状態ではあったが、ブラジ
ルでも日本でも共同研究のメンバーは、それぞ
れの研究課題の報告書作成を念頭に手持ちの資
料の分析を進めた。共同研究開始以来、隔月で
共同研究メンバーのオンライン会議をもってい
たが、2021年 8月以降は毎月、オンライン会
議を開き、頻繁に研究上の情報交換をおこなう
とともに、口頭発表の準備を進めた。第 9回共
同研究フォーラム「ブラジル国サンパウロ州レ
ジストロ植民地における日本移民の生活史」は、
2021年 11月 6日午前 9時 30分（ブラジル時間
5日午後 9時 30分）よりレジストロ（日伯文化
協会）と横浜（日本常民文化研究所）の 2会場を
設置しオンラインにて開催した。
　発表者のうちブラジル生まれの 2名はポルト
ガル語で口頭発表をし、他の 4名は日本語で口
頭発表をした。使用言語が二か国語となったた
め、サンパウロ在住の同時通訳を加え、両言語
の切替えを繰り返す複雑な構成のオンライン会

写真 3 　第三部 24 区の「部落会」記録

写真 4 　聞き取り調査の様子

写真 5 　国際常民文化研究機構
フォーラムチラシ
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11月 30日にブラジル唯一の邦字新聞「ニッケイ新聞」（2022年 3月より「ブラジル日報」に改称）

の拡大版「樹海」に詳細な記事が掲載された（写真 7参照。ニッケイ新聞「10年越しのレジストロ調

査　日本常民文化研究所の共同研究」2021年 11月 30日 https://www.nikkeyshimbun.jp/2021/211130- 

column.html）。

3 ．成果
　レジストロで研究を進めたメンバーが気づいたことのひとつとして、これまでは顧みられること
の少なかったレジストロ植民地の歴史や、植民者の暮らしぶりに対する関心が一般住民の間に徐々
にたかまったということがある。コロナ禍による外出制限が緩和された 2022年に入ってから、家
族アルバムや家族の歴史を伝える文書類を提供する住民が現れ、調査活動へ協力を惜しまない住民
も現れた。将来のレジストロ植民地の在り方を考えるとき、このような住民の意識の変化は本共同
研究のおおきな成果といってよいであろう。
　民具に関しては、新規の現物資料の収集は断念し、史料館（MEMORIAL DA IMIGRAÇÂO 

JAPONESA VALE DO RIBEIRA.リベイラ沿岸日本移民史料館）の収蔵品に作業を集中した。史料館の
収蔵品は、博物館に求められる記録がほとんど作成されていなかったからである。本共同研究に
よって史料館収蔵品の台帳を作成し、各収蔵品について一律に設定した 21項目について詳細な記
録を残す作業を開始した。現在も史料館の職員によりこの台帳記入作業は継続中である。収蔵品の
記録が充実し今後の史料館運営に役立つことが期待できる。これまでの台帳記録から、史料館に収
蔵されている民具はその種類が少ないことが分かっており、将来の課題を示すこともできた。
　他の日系植民地での調査と比較研究についてはコロナ禍の為に中断せざるをえなかったが、住宅
に関しては植民地造成時の条や、先住民の影響について一定の比較研究をおこなうことができた。
　その他、入植者の農業、日々の暮らし、現存する文献に関しては国際常民文化研究機構の叢書と
して報告書を刊行した。

4 ．叢書
　共同研究班員、それぞれが研究課題を担当したので掲載論文も 6項目であり、このうち 2論文は
原文がポルトガル語であるので全文を日本語に翻訳、さらにブラジルの研究者向けに、日本語論文
の概要をポルトガル語訳で併記した。このため頁数は 224頁となった。

議となった。共同研究のメンバー
ひとりあたり 15分という限られ
た時間での研究報告であったが、
通訳の万全を期すために、口頭発
表の原稿を事前に確定したことで
スムーズな進行ができた。参加者
数は 78名であり、質問も予想し
ていた以上に多く寄せられた。同
時通訳があったために、ブラジル
人の参加者も少なくなかった。日
本とブラジルを結んだ有意義な
フォーラムであったと考える。
　なお、本フォーラムについては

写真 6 　国際常民文化研究機構フォーラムの様子
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写真 7 　国際常民文化研究機構フォーラムの開催を伝える「ニッケイ新聞」記事（2021 年 11 月 30 日付）
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5 ．課題
　今後の課題として、叢書をブラジルの研究者がひろく利用できるように、ポルトガル語版の作成
が必要であろう。その際には、資料となった日本語の文献（契約原簿その他の現地で継承された文
書）のポルトガル語への翻訳も望ましい。
　第 2の課題として、日本から移民により持ち込まれたさまざまな文化が現地の人たちに及ぼした
影響に関しての研究がある。本研究では、日本からの入植家族がいかに現地に暮らしを合わせてき
たかが焦点であったが、いわばその逆の視点からこの文化接触を描く試みである。
　民具に関しては、中断を強いられた現物資料の収集と聞き取り取材を再開し、植民者の生活誌記
録とともに史料館所蔵品の充実を図りたい。
　農業形態の変遷については、本共同研究では、旧植民地の行政単位であった部のレベルで考察し
たが、一方で市街化が進み、他方で放置された耕地が森林に戻りつつあるいま、耕地ごとの土地利用
の変遷について詳細な記録を作成する最後のチャンスである。これは、植民地の成り立ちを鮮明に浮

写真 8 　リベイラ沿岸日本移民史料館館内

写真 9 　リベイラ沿岸日本移民史料館収蔵品台帳
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かび上がらせるために是非必要な作業でもある。一方で、レジストロ植民地の成立ちの特色を明らか
にするためにも、他の日系植民地との比較研究は早晩実施しなければならないとかんがえている。

6 ．総括
　以上簡単ではあるが本共同研究の概要を記述した。残された課題も少なくないが、植民地の開設
から今日のレジストロ市の発展に至る経緯の一端は紹介できたとかんがえる。この共同研究がレジ
ストロ植民地への関心を呼び起こし、今後、さらなる郷土の歴史の探究やレジストロを対象とした
学術研究を導くことが期待される。

7 ．感想
　筆者が日本からレジストロに移り住んですでに半世紀が過ぎたが、この地になじむようになった
のはここ十数年ほどのことである。それが自然な推移であったのか、生活サイクルの変化が原因で
あったのかはさておき、今回の共同研究のなかで海外興業が作成した植民地分譲にかかわる契約原
簿を繰り返し、繰り返し調べていると、それぞれの家族の入植時の状況、そして入植先耕地で踏み
出した生活の第一歩、その後の生活の変遷がはっきりと目に浮かぶようになった。そのことによっ
て、今住んでいるレジストロという土地への愛着が徐々に深まるとともに、植民地時代のレジスト
ロに関する関心がさらに大きく膨らんでいった。このような植民地時代への関心の高まりは、筆者
のみでなくレジストロ在住の他の二人のメンバーにも共通していた。
　今回私どもの共同研究課題を採用してくださり、さまざまな時点において惜しみないご教授、ご
指導を賜った国際常民文化研究機構、並びに関係各位に心より感謝の意を表して最終報告を結ぶ。

■ 2021 年度の活動

○第 9回共同研究フォーラム「ブラジル国サンパウロ州レジストロ植民地における日本移民の生活史」2021年 11
月 6日　福澤一興・肱岡明美・清水ルーべンス武・永井美穂・吉村竜・泉水英計　オンライン開催
○『ブラジル国サンパウロ州レジストロ植民地における民具からみた日本移民の生活史の研究』神奈川大学日本常
民文化研究所調査報告　第 30集（国際常民文化研究機構　共同研究［奨励］調査報告書）2022年 3月 15日

写真 10　レジストロ入植 20 年および入植 100 年を記念するアルバム
（上　『伯剌西爾国イグアッペ植民地創立廿周年紀念写真帖』、

下　Centenário Colonização Japonesa）


